団 体 概 要 書

	団 体 名
	
	団体の種別
	

	代表者名
	
	設立年月日
	

	住所
	（団体住所）

〒
	会員数
	・有給専従　名

・有給非専従　名

・無給専従　名

・無給非専従　名
（合計　名）

	
	（代表者住所）

〒
	
	

	
	
	対象者数
	名

	担当者名
	
	電話番号
	

	メールアドレス
	

	団体の目的
	

	主な活動地域
	

	主な活動実績
	

	これまでに受けた助成実績
	

	今年度申請予定の
補助金・助成金
	


※　協議体が申請する場合は、協議体及び協議体の構成員となる全ての支援活動団体等について記載してください。
団 体 概 要 書（記 載 例）
	団 体 名
	○○県避難者支援会
	団体の種別
	任意団体

	代表者名
	福島　太郎
	設立年月日
	平成２３年３月１２日

	住所
	（団体住所）

〒999-9999

○○県××市□□1-1
	会員数
	・有給専従　１名

・有給非専従　１名

・無給専従　０名

・無給非専従　３名

（合計５名）

	
	（代表者住所）

〒888-8888
　○○県××市□□2
（団体住所と同一の場合は「同上」としてください。）
	
	

	
	
	対象者数
	100名（対象となる避難者数）
＊10名以下は補助対象外

	担当者名
	郡山　二郎
	電話番号
	000-000-0000（担当者の番号）

	メールアドレス
	aaa@aaaaa.jp　＊必ず記載＊

	団体の目的
	福島県からの避難者が、避難先で安心して暮らし、最終的には福島県県に帰還できるよう、避難者のニーズに応じた支援活動事業を実施する。

（団体を結成するに至った理由等を記載してください）

	主な活動地域
	○○県××市□□地区

	主な活動実績
	【平成２３・２４年度】
・避難者交流会を月１回開催。

・避難者からの相談窓口を設置。

・定期的（月１回程度）に避難者宅を訪問。

【平成２５年度】
・上記に加え、新たに会報誌を発行（月１回）。
　（主な活動項目を記載してください）

	これまでに受けた助成実績
	平成２３年度△△県▲▲事業補助金

平成２４年度◆◆県■■事業補助金
平成２５年度◎◎財団助成金

	今年度申請予定の
補助金・助成金
	（本補助金以外で予定している場合は、記載してください）

＊本補助金は記載不要。


※　協議体が申請する場合は、協議体及び協議体の構成員となる全ての支援活動団体等について記載してください。
番　　　　　号　

平成　　年　　月　　日　

福島県原子力損害対策担当理事　
住　　所　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　印

平成２６年度福島県ふるさとふくしま帰還支援事業

（県外避難者支援事業）に係る確認書

下記１の者が申請する、下記２の事業については、「平成２６年度 福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）（厚生労働省「地域コミュニティ復興支援事業」）募集要項等」に定める各種要件を満たすと確認いたしました。

記

	１　申請者名
	

	２　事業名
	

	３　事業概要
	


【事務担当者】

	所属部課名
	

	職・氏名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	


（記載例）

番　　　　　号　

平成●●年◆◆月××日　

福島県原子力損害対策担当理事　様
住　　所　○○県××市□□番地
氏　　名　●●県◆◆課長　　　　　印（原則公印）

平成２６年度福島県ふるさとふくしま帰還支援事業

（県外避難者支援事業）に係る確認書

下記１の者が申請する、下記２の事業については、「平成２６年度 福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）（厚生労働省「地域コミュニティ復興支援事業」）募集要項等」に定める各種要件を満たすと確認いたしました。

記

	１　申請者名
	（申請者が記載）

	２　事業名
	（申請者が記載）

	３　事業概要
	（申請者が記載）
事業内容、実施時期、実施場所（会場）、参集範囲及び参加予定人数等を具体的に記載してください。

＊注意＊

　都道府県又は市区町村において、確認書を発行するには、一定の期間がかかります。

申請を検討している団体にあっては、事前に確認書発行を依頼する自治体に提出期限等について必ず問い合わせ、余裕のある日程を持って依頼してください。


【事務担当者】

	所属部課名
	（都道府県又は市区町村で記載）

	職・氏名
	（都道府県又は市区町村で記載）

	電話番号
	（都道府県又は市区町村で記載）

	メールアドレス
	（都道府県又は市区町村で記載）


福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）
事　業　計　画　書
平成　　年　　月　　日

１　実施主体

（１）避難者支援団体等が申請する場合

	実施主体
	名称
	

	
	住所
	

	連絡先
	名称
	
	担当者名
	

	
	住所
	
	電話番号
	


（２）協議体が申請する場合

	協議体の名称
	

	代表構成員の団体名
及び代表者職氏名
	

	構成団体
	都道府県・市区町村名及び部課名
	

	
	
	

	
	避難者支援団体等の種別・名称
	

	
	
	


２　事業計画
	事業の目的

事業の目標
	

	事業内容
スケジュール
	

	事業実施体制
	

	特記事項
	


　※用紙が足りない場合は、適宜追加してください。
福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）
事　業　計　画　書（記　載　例）
平成●●年◆◆月××日
１　実施主体（（１）あるいは（２）のいずれかに記載）
（１）避難者支援団体等が申請する場合

	実施主体
	名称
	○○県避難者支援会

	
	住所
	○○県××市□□1-1

	連絡先
	名称
	同上
	担当者名
	郡山　二郎

	
	住所
	同上
	電話番号
	000-000-0000


（２）協議体が申請する場合

	協議体の名称
	▽▽避難者支援協議体

	代表構成員の団体名
及び代表者職氏名
	○○県避難者支援会　会長　福島　太郎

	構成団体
	都道府県・市区町村名及び部課名
	○○県××市・・課

	
	
	

	
	避難者支援団体等の種別・名称
	特定非営利活動法人　※※センター

	
	
	


２　事業計画（審査の重要ポイントとなりますので、丁寧に記載してください）
	事業の目的

事業の目標
	【目的】

必要性（ニーズ）及びその確認方法、重要性、この事業により期待できる成果等がわかるように記載してください。

【目標】

「○○を○○以上にする」等、可能な限り数値を用いて記載してください。

	事業内容
スケジュール
	＊実施の内容・時期・場所、参集範囲、参加予定人数等（10人未満の場合は補助対象外）を記載してください。なお、補助対象期間内に３回以上（内部打合せを除く）実施することが条件になります。
＊事業内容が複数に分かれる場合は、事業ごとに記載してください。
＊【必須】福島県民、福島県内の避難者、福島県に帰還した者、避難先の地域住民など、支援の対象となる避難者以外との交流を図る事業をどのように行うのかを記載してください。

	事業実施体制
	＊事業の実施責任者、役割分担等を記載してください。

＊複数の団体が連携する場合は、連携の具体的な内容についても記載してください。
＊【必須】福島県からの避難者を事業にどのように従事させるのかを記載してください。

	特記事項
	＊事業の企画で工夫した点など、アピールポイントがあれば記載してください。

（審査ポイントの一つになりますので、是非記載してください）


　※用紙が足りない場合は、適宜追加してください。
福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）
収　支　予　算　書
申請者名　　　　　　　　　　　
【収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円（千円未満の端数切捨））
	区　　分
	平成２６年度
予　 算 　額
	明　　細

	当該補助金
	
	

	自己資金（負担者名）
	
	

	
	
	
	

	事業収入
	
	

	その他収入
	
	

	
	
	
	

	収 入 合 計
	
	


　
【支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円（千円未満の端数切捨））
	区　　分
	平成２６年度
予　 算 　額
	明　　細

	人件費
	
	

	共済費
	
	

	報償費
	
	

	旅費
	
	

	需用費
	
	

	（うち食糧費）
	
	

	役務費
	
	

	委託料
	
	

	使用料及び賃借料
	
	

	支 出 合 計
	
	


注１　用紙が足りない場合は、適宜追加してください。

注２　「明細」欄には各区分の積算内訳として、名称、数量、単価、金額を必ず記載すること。「明細」については別紙としても差し支えないので、明確に記載すること。仕様については別途資料を添付すること。

注３　行政（福島県以外）の他の補助事業と併せて利用する場合は、各補助金の使途を明確に区分（各補助金をどの項目に充てるのか）して記載すること。
福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）
収　支　予　算　書（記　載　例）
申請者名　○○県避難者支援会　

【収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円（千円未満の端数切捨））
	区　　分
	平成２６年度
予　 算 　額
	明　　細

	当該補助金
	７００
	

	自己資金（負担者名）
	１００
	

	
	（役員）
	１００
	役員１人当たり２０千円

	事業収入
	５０
	交流会参加者からの参加料（１人５００円）

＊可能であれば、少額でも参加料を設定してください。

（詳細は、Ｑ＆Ａの問１１を参照してください。）

	その他収入
	１５０
	

	
	（募金）
	１５０
	募金

	収 入 合 計
	１，０００
	


【支出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円（千円未満の端数切捨））
	区　　分
	平成２６年度
予　 算 　額
	明　　細

	人件費
	３００
	スタッフ２名

	共済費
	３０
	社会保険料

	報償費
	１００
	交流会講師謝金

	旅費
	１５０
	借上住宅訪問旅費

	需用費
	２００
	避難者へのお知らせ100千円

	（うち食糧費）
	１００
	交流会食糧費100千円

	役務費
	１２０
	郵送料80円×100人×５回＝40千円、電話代80千円

	委託料
	
	

	使用料及び賃借料
	１００
	交流会会場借上

	支 出 合 計
	１，０００
	


注１　用紙が足りない場合は、適宜追加してください。

注２　「明細」欄には各区分の積算内訳として、名称、数量、単価、金額を必ず記載すること。「明細」については別紙としても差し支えないので、明確に記載すること。仕様については別途資料を添付すること。

注３　行政（福島県以外）の他の補助事業と併せて利用する場合は、各補助金の使途を明確に区分（各補助金をどの項目に充てるのか）して記載すること。

平成　　年　　月　　日　
福島県原子力損害対策担当理事　
住　　所
名　　称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印

辞　退　届
下記補助金に係る採択について、辞退いたします。
記

１　補助金名　平成２６度 
福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）

（厚生労働省「地域コミュニティ復興支援事業」

２　申請事業名
平成●●年◆◆月××日
福島県原子力損害対策担当理事　様
住　　所　○○県××市□□1-1
名　　称　○○県避難者支援会
代表者　会長　福島　太郎　　　　　　印

辞　退　届【記　載　例】
下記補助金に係る採択について、辞退いたします。

記

１　補助金名　平成２６度 

福島県ふるさとふくしま帰還支援事業（県外避難者支援事業）

（厚生労働省「地域コミュニティ復興支援事業」

２　申請事業名　◎◎事業（自身の事業を記載してください）
